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項 目 要   約 

１．研究の概要 高燃焼度軽水炉や革新炉、核変換システムなどマイナーアクチニド（MA）

の存在割合が多い原子炉体系の安全性に関わる動特性予測精度の向上を図る

ため、代理反応によるMA 原子核等の核分裂核種の核分裂片質量数分布の系統

的測定手法と独立収率の計算手法、核分裂片の崩壊熱と遅発中性子収率の計

算手法を開発し、これらを統合して総和計算による遅発中性子収率予測精度

の高精度化を行うことを目的とし、以下の研究開発を行う。 

１）代理反応による核分裂片質量数分布の系統的測定 

２）核分裂片の崩壊熱と遅発中性子収率の研究 

３）核分裂片独立収率計算手法の開発 

４）核データ及び原子炉動特性の評価 

２．総合評価 高燃焼度軽水炉や革新炉、核変換システムなど MAの存在割合が多い原子炉

体系の安全性における動特性予測精度の向上を図るため、代理反応による MA

などの核分裂核種の核分裂片質量数分布の系統的測定手法と独立収率の計算

手法、核分裂片の崩壊熱と遅発中性子収率の計算手法を開発し、これらを統

合した総和計算による遅発中性子収率予測精度の高度化を行った。 

実験・理論の両面から結果が出されており、優れた成果を上げたと評価す

る。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

Ａ


